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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和5年2月10日（金）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：黒川長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから2月10日の原子力規制庁定例ブリ

ーフィングを始めます。 

○黒川総務課長 報道官の黒川です。 

  お手元の広報日程に沿って説明をいたします。 

  まず、一番上のところですけれども、2月13日、来週月曜の夕方に公開の臨時会議が入

りました。 

  議題は、今週の委員会で了承が得られなかった高経年化の安全規制の検討ということ

になります。 

  次が、（3）のところですけれども、水曜日にも臨時会議があります。JAEA（日本原子

力研究開発機構）の経営層との意見交換です。 

  JAEAの理事長が昨年の4月に代わられまして、委員長もJAEAとの意見交換をしたいとい

う意向もありましたので、このタイミングで設定したということになります。 

  まず、JAEA側から、理事長が代わられたこともあって、所信表明とか主な取組の紹介

といったことがありまして、その後に意見交換をすることになります。 

  次が、2ページ目に行きまして、2月13日の（3）のところです。 

  月曜日の夕方に臨時の委員会がと申し上げましたけれども、議題の重要性に鑑みまし

て、その終了後、20時めどで委員長の記者会見も行います。 

  次が、2月14日の（4）、第1114回審査会合です。特定重大事故等対処施設が議題のた

め非公開となります。 

  議題は2つで、1つ目が、関西電力関係の各発電所の火災感知器のバックフィットの設

工認。 

  2つ目が、島根2号機の普通の許可ということになります。 

  次が、2月14日の（6）、核燃料施設等の審査会合です。 

  議題は1つで、日本原電の東海低レベル廃棄物埋設事業所、いわゆるトレンチ処分です。

これは前回12月22日で、その宿題の回答となります。 

  次に3ページですけれども、2月16日の（8）、第1115回審査会合です。 

  議題は1つで、高浜発電所の設工認と保安規定で、中身は12月21日の委員会で許可を決

定しました、使用済燃料ピット用中性子吸収体の廃止というものに伴う設工認と保安規
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定ということになります。12月23日に申請がありまして、今回が初回で概要の説明とい

うことになります。 

  次が、2月16日の（9）、特定兼用キャスクの審査会合です。 

  議題は2つで、三菱重工の型式指定と日立造船の型式証明です。いずれも前回の宿題の

回答などです。 

  次が、2月17日の（10）、デジタル安全保護系の共通要因故障対策の検討チームです。

これは2020年の10月以来の開催ということになります。 

  この案件は、事業者の取組を今後もフォローアップするということにしていまして、

取組が進んできたので、ATENA（原子力エネルギー協議会）の説明を受けるということ

になります。 

  次が、4ページ目、現地視察のところですけれども、2月17日に田中委員と石渡委員が

柏崎刈羽を現地調査します。発表のとおり現地での取材が可能になっています。 

  あとは、4のその他のところで、委員長の日程を3つ紹介しています。 

  2月16日のATENAフォーラムに参加して、来賓として挨拶を行うことになっています。 

  あとはOECD/NEA（経済協力開発機構／原子力機関）のマグウッド事務局長と、カナダ

のジャマール副長官が来日されるので、その表敬を受けることになっています。こちら

は非公開です。 

  こちらからは以上です。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属とお名前をおっしゃってか

ら質問をお願いいたします。質問のある方は手を挙げてください。 

  ワタナベさん。 

○記者 時事通信のワタナベと申します。よろしくお願いします。 

  （1）の臨時会議の関係なのですけれども、定例の15日ではなくて13日に臨時会議とし

て今週の続きをやるという、臨時会議にした理由というのは何かあるのでしょうか。 

○黒川総務課長 委員長も来週というようにおっしゃいましたけれども、それで、来週の

できるだけ早い時期というのもありますし、あと、水曜に入れるとほかの議題もありま

すので、いろいろな時間も気になってというのもありますので、月曜日、それ単独で立

ててしっかり議論しましょうということかと思います。 

○記者 分かりました。 

  前回、委員長が言っていたように、この場で前回の方針の部分と法案両方とも示して

議論をする形になるのですか。 

○黒川総務課長 一応その予定になっています。法案がどの形、条文ぴったりそのままな

のか、その辺りまで確定していないようですけれども、前回のものと、あと、条文に関

するもので議論するということになっています。 
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○記者 分かりました。ありがとうございます。 

 

○司会 ほかに御質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

－了－ 


